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日野市の人口 
世帯計女性男性
82,783179,30888,92990,3799月1日
82,787179,30388,94290,3618月1日
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ＪＣＮ日野（地デジ１１ch）では、月曜～金曜日８：０５と２２：００から、｢情報掲示板・広報ひの｣で日野市の情報をお伝えしています。
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■市内の空間放射線量測定結果

結果（単位：マイクロシーベルト／時間）測定場所結果（単位：マイクロシーベルト／時間）測定場所

高さ１㍍測定日高さ１㍍測定日場所中学校区高さ１㍍測定日高さ１㍍測定日場所中学校区
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小構公園大坂上中０.０５

９／３

０.０５
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ねんも公園三沢中

０.０３０.０４市民の森スポーツ公園一中０.０４０.０４程久保運動広場三中

０.０３０.０５やと公園平山中０.０４０.０３旭が丘中央公園四中

０.０３０.０４南平公園七生中０.０３０.０３多摩平第一公園二中

※市内空間放射線量は、毎週測定しています。最新の測定結果は、毎週木曜日に市ホームページでお知らせしています。現時点においては健
康に影響を与える数値ではないと分析されています。 l環境保全課

■地震による義援金を募集～寄せられた義援金は
５３,０３２,２７６円（９月１０日現在）
　義援金は平成２６年３月３１日㈪まで受け付けていま
す。ご協力をお願いします。
b市役所４階総務課・１階市民相談窓口・１階守衛室
（夜間および日曜日のみ）、七生支所、豊田駅連絡所、
中央図書館l総務課

　昭和３８年１１月３日、日野市が誕生しました。それ
から５０年。市では、市制施行５０周年を記念して、「日
野市の半世紀～移りゆくまちの過去と今　そして未
来」展を市内４カ所の会場で開催します。
　日野市誕生前夜の昭和２０年から今日に至る市域の
歩みについて、工業、観光、宅地化などの切り口か
ら多様な資料で振り返ります。
　市制５０周年を迎える今、さまざまな資料で日野市
の移り変わりを感じてみませんか？
　皆さまお誘い合わせの上、ぜひ、ご来場ください。
　なお、会場ごとに会期が異なりますのでご注意く
ださい。 l郷土資料館（緯５９２−０９８１）

▲▲高幡不動尊参道入口（昭和３８年頃高幡不動尊参道入口（昭和３８年頃））
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▲▲日野駅朝の通勤風景（昭和３８年頃日野駅朝の通勤風景（昭和３８年頃））
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工業都市の変　工業都市の変遷遷
　日野市域は太平洋戦争後、多摩地区きっての工業地帯として発展してき
ました。
　一方で、首都東京の拡大に伴い、高度成長期には急速に宅地開発も進み、
農地は大きく減少しました。
　会場では、市内で製造された工業製品、まちの移り変わりを示す写真や
文書資料などを紹介し、戦後の日野市域の歩みを工業、宅地化、農業の変
遷といった視点で振り返ります。

▼主な展示資料…市内の工場で製造された１２,８８２ccの巨大なエンジン、ア
ポロ計画にも利用された小さなモーターケー
ス、市場を席巻した腕時計の金属バンドなど
a１０月１６日㈬～１２月１５日㈰午前９時３０分～午後
５時※入館は午後４時３０分まで。月曜日休館。
月曜日が祝日の場合は火曜日休館
b新選組のふるさと歴史館
h入館料…２００円※小・中学生５０円

七生丘陵の今　七生丘陵の今昔昔
　日野市南部を東西に走る多摩丘陵は、「七生丘陵」とも呼ばれます。
　名勝や 古 

こ

 刹 が点在する緑豊かな七生丘陵は、
さつ

昭和４０年頃までたくさんのハイキング客が訪れ
ました。かつて七生村の時代には「観光立村」
を目指していたこともあり、多摩動物公園や多
摩テックが誘致されるなど、行楽地としての賑
わいをみせていました。しかし昭和３０年代後半
から宅地化の波が押し寄せると、七生丘陵は緑
豊かな住宅地へと変貌を遂げました。
　この展示では、そのような七生丘陵の移り変
わりを通して、日野市の歩みを辿ります。なお、１０月２９日㈫から、一部の
資料は新選組のふるさと歴史館の展示に組み込んで紹介します。

▼主な展示資料…戦前・戦後の京王帝都電鉄の沿線案内や記念切符、平山
城址公園・多摩動物公園・多摩テックの往年のパンフレットや案内図、
宅地分譲チラシなど
a１０月１日㈫～２７日㈰午前１０時～午後７時※土曜・日曜日、祝日は午後５
時まで。月曜日休館（１０月１４日は開館）
b高幡図書館※入館無料

昔の遊びとＭadeinHIN　昔の遊びとＭade in HINOO
　昭和３０～４０年代の子どもたちが遊んでいた様子やおもちゃを紹介しま
す。あわせて日野市域で作られていたさまざまな日野関連の製品なども展
示します。
a１０月２２日㈫～１１月１０日㈰午前９時３０分～午後５時。月曜日休館。月曜日
が祝日の場合は火曜日休館
b日野宿交流館※入館無料

写真パネル展「高幡の記憶～写真で見る高幡の今昔　写真パネル展「高幡の記憶～写真で見る高幡の今昔」」
　郷土資料館で活動する市民調査グループ「七生
丘陵調査団」が、高幡地区にお住まいの個人・団
体から提供を受けた一昔前の写真をまとめたパネ
ル展です。現在と比較して、まちの移り変わりを
眺めてみませんか？
a１１月６日㈬～２７日㈬
b京王線高幡不動駅南北自由通路

関連企　関連企画画
詳細は郷土資料館ホームページをご覧ください。

▼日野コンテッサがやってくる
a１０月２７日㈰午前１０時～正午
b日野宿交流館駐車場

▼昔のおもちゃを作って楽しもう
a１１月１０日㈰午前１０時～午後３時
b日野宿交流館

▼講演（申込制）～多摩動物公園誕生秘話
a１１月２４日㈰午後２時～４時
b七生公会堂
e矢島稔氏（元多摩動物公園園長、群馬県立ぐんま昆虫の森名誉園長）
kはがきまたはEメールで。講演名、住所、氏名を記入し、〒１９１−００４２程
久保５５０郷土資料館（糸museum@city.hino.tokyo.jp）へ

▲潤徳小学校の旧校舎

▲多摩動物公園の開園を伝え
るチラシ

▲巨大エンジン（日野自
動車製）

▲駒とビニール風船で遊ぼう


